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第1章緒言

クラシックバレエの技法に股関節外旋(ターンアウト)というものがある。この技術は、

クラシックバレエの某礎で、あり、新体操選手も普段の練習でトレーニングを積んでいる。

図 1 股関節外旋(ターンアウト)

文献 10より引用

図2 前方・側方・後方の下肢振上げ動作

文献 10より引用

Kushner et al. (1990) 9)は「股関節を外旋することによって脚を高くあげることがで

きる 13)、また股関節外旋角度の増加に伴い、外転角度も増加するJと述べている。「股関

節外旋は解剖学的、技術的にバレエダンサーには必要なものであるJ13)と同様に芸術性

が要求される競技においても必要と考えられる。このことは、クラシックバレエや新体操

などのダンス系の動作を含む種目において、股関節外旋は柔軟性が要求される動きのパフ

ォーマンスを向上させる可能性をぶしている。

Stone and Kroll(1991)20)は芸術性が要求される競技(体操競技、新体操、フィギュアス

ケート、飛込)さらにはクラシックバレエなどにおいては、柔軟性が優れている方が令利

であることは明白であると述べているロまた、これらの競技には芸術的な得点項円もあり、

高い柔軟性は良いパフォーマンスには必要不可欠であるとも述べている。これらのことか

ら、クラシックバレエや新体操と同じ動作や技が存在する体操競技でも同様に高い柔軟性

が必要であると考えられる。

体操競技では、 2006年のルール改正 16)により従来の 10点満点制が廃止され、終末技

を含む 10個の技の難度点によって構成される Dスコアと、姿勢欠点や着地などの演技の

出来栄えを評価して 10点満点から減点される Eスコアの合計点で得点が決まるようにな

った。 2006年のルール改正で 10点満点制が廃止されたことにより、より高い難度の技を

行う選手が高得点を得るという傾向が強くなり、現在は従来の美しい演技よりもより高難

1 



度の技で構成されたダイナミックな演技へと変わりつつある口しかし、そのような変化の

中でも変わらずに、「美しさ」と「正確さJが最も必要とされるのが「ダンス系Jである。

ダンス系とは、女子の体操競技におけるゆかと平均台で行われるターンやジャンプ、リー

プなどのことである。 2009年のノレーノレ変更 17)に伴い、 8個の技で構成される演技のうち

ダンス系の技を必ず3つ以上入れなければならないとされた。そのため、 Dスコア(演技

価値点)を上げるためには、より確実にダンス系要素の技を実施する必要がある。

日本体操協会が示した 2012年強化指針 18)によると「ジャンプの高さと 180度以上の

開脚度が求められ D難度以上のダンス系が必要である。羊とびや交差輪とび、交差ジャ

ンプ 112ひねりなどの不正確な実施が多く見られるので正確に実施することが要求され

る。2回ターンやターンとアクロバットの連続など個性的で、変化のある構成が要求される。J

とある。このことからもジャンプにおける開脚度不足が問題視されていると言える。尚、

不正確な実施とは「不完全な運動Jrゆるんだ、または不正確な足、脚、身体、胴体の姿

勢をとるJr開脚度不足」などが挙げられ、それぞれ開脚度不足や腰、膝の曲がった角度

に応じて 0.1------0.3の減点、がなされる 17)18)。
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図3 前後開脚ジャンプにおける開脚不十分の減点図文献 17より引用

前後開脚ジャンフ。はジャンプ中に前後の脚が開脚しそれぞれ水平の位置まで上がり、空

間で 180
0

の開脚姿勢がみられないと技として承認されない。難易度の低いA難度である

前後関脚ジャンプは、多くの選手が演技に使用する技である。羽田 5)は「全日本学生体

操競技選手権大会などの競技レベルが高い試合を観察すると、この前後開脚ジャンプが正

しく実施できていない選手や、実施の欠点を多く持つ選手が見られる。Jと述べており、

さらに「ジャンプ時に前脚は水刺立置まで上がるもののすぐに下がり、後脚は水平{立置ま
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で上がらないため、空中で 1800 の開脚姿勢がみられず、前後関脚ジャンプとして承認さ

れないか、減点されることが多い。また、空中で 180
0

の開脚姿勢をする技は多くあり、

前後開脚ジャンプを習得することは他の技を行うためにも重要であるといえる」とも述べ

ている口このことからも、前後関脚ジャンプの正確な実施が求められており、前後関脚ジ

ャンプをはじめとしたダンス系の技の強化が欠かせないといえる。

以上のことから、クラシックバレエや新体操と同じ技が存在する体操競技においても、

開脚度を増大させる可能性がある股関節の外旋を行う必要があるのではないかと考えら

れるが、体操競技における股関節外旋に関する先行研究は十分で、はない。股関節外旋によ

り開脚度不足などが改善されれば不正確な実施が減り、雄大で美しい完成度の高い演技へ

繋がることが推察される。
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第2章関連文献の考証

第 1節体操競技の特性

( 1 )体操競技の競技特性

体操競技は日常生活では見られない動き、すなわち 2足歩行の直立動物である人聞が

「倒立jや「宙返り jをしたりするという、風変わりな驚異性を持った運動形態が見られる。

金子 7)はこれを体操競技の本質的特性のひとつとして「非日常的驚異性」と述べている。体

操競技における運動形態は記録を出すために行うものではなく、動きそのものが目的とし

て要求されるのであって運動形態が「非日常的驚異性jを求め、評価を受けるのである。し

かしJ非日常的驚異性Jだけに傾斜したならば、体操競技の求める方向性ではない。そこで、

金子は体操競技の特性としてさらに「姿勢的簡潔性」の重要性を指摘しており、「伸ばされ

た膝は曲げられた膝よりも簡潔であり、つま先を伸ばすことは脚の線を切らずに延長でき

るので同様に簡潔である。また、体を直角に保った浮腰支持は背中を丸め、膝を曲げた浮腰

支持よりもはるかにすっきりしており、われわれの心を引きつけるものであるfと述べて

いる。この「非日常的驚異性Jと「姿勢的簡潔性Jが体操競技の本質的特性であり、すなわち、

「難しさJと「美しさjの志向が相互に関連し合いながら体操競技の運動特性を形づくって

いると言える。体操競技の試合でより高い評価を得るには、 Dスコア(演技他イ底的、Eス

コア(演技実施点)の相方が高くなければならない。どちらか一つに偏った演技構成では

高得点には結びつかないのである。

(2)採点競技の特性

スポーツは競技特性によって次の3つに大別することができる。

1.測定競技系スポーツ(陸上競技・競泳・重量挙げ等)

2.評定競技系スポーツ(体操競技・フィギュアスケート・新体操等)

3.判定競技系スポーツ「球技系J(サッカ}・バレーボール・野球等)

「格闘技系J(柔道・レスリング・ボクシング等)である 8)。

体操競技は評定競技系のスポ}ツであり、単なる運動の結果だけではなく、定められた

規則により、行われた動きそのものを評価するスポーツである。すなわち、運動経過の良否

や動きの質を判定して演技の優劣を競う競技特性を有する。そして、演技の採点尺度は、採

点規則で詳細に定められており、何を(技)、どのように構成したかという演技の D スコア

(価値点)と、どのように行ったかとし寸演技実施の出来栄え Eスコア(実施点)が採点さ

れる。そのため、選手は難度の高い技を構成することにより、演技の価値を高め、動きの雄
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大さや優雅さ、さらに技の習熟による安定性を重視し、身体を十分に支配した演技の実施

を遂行しなければならない。

丹羽 15)らは、「演技評価の際芸術性をも加味した「美しさjの某準が用いられるj と述

べ、さらに令子 8)は「運動が、一過性の可視的現象であることからすれば、そこに何が

現象したかを出来るだけ正確に把握することがまず必要である(中略)。人聞が運動現象

を抱握する第一歩は、一瞬一瞬に生起し、また消滅する動きを連続したものとして観察し、

さらには次の瞬間に何が起こるかを予測することによって、まとまった運動ゲ、シュタルト

として意識することが可能となる。」、また「評定スポーツにおいて、優位決定の規則を形

づくっている二大要因は、〈何〉を演じたか、〈どのように〉演じたかである(中略)。そ

の採点対象の分化による多岐性に対して、それらを適切に適用して公正な採点を保証する

には、もっぱら審判員の個人的な運動感覚能力によるしかない口j と述べており、現象と

しての運動(動き)の難しさと重要性を指摘している。

評定競技系では、技術的評価に加えて感性学的評価が求められる 12)。技術的に正しい

評価を受けたとしても、美しい動きでなければそれは減点の対象となってしまう。「この

競技は、採点する審判員の動きかたに関する価値意識や判断力を信頼するという前提の上

に成立する口審判員に全幅の信頼をおいて成立するはずの競技スポ}ツではあるが、どん

なに採点規則としづ精度の高い物差しを厳正に適用しでも問題は起こる。審判員への厳し

い訓練を要求する。Jと金子は 12)評定競技の問題点を指摘し、競技としての体操競技の存

続には技術的発展はもとより、審判員の研修により、質の向上を図ることが複雑化した競

技には必要不可欠となってきていることを示唆している。

第2節 ゆか・平均台の技の体系

( 1 )ゆかの技の体系

ゆかは、 12m四方の「ゆかJの上で、 90秒以内にアクロバット系の技(宙返りなど)

やジャンプの組み合わせ、ターンなどを音楽に合わせて演技する口ゆかの技は、アクロパ

ット系とダンス系の要素から成り立っている(図 4参照)08個の技からなる演技構成の

うち、アクロパット系は最大5つ、ダンス系は最低3つ以上の技を含まなければならない

17) 
口
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|アクロパット系 ト寸一摂点系・倒立系

ダンス孫

ト一空中局面あり/なし支持系

」ー宙返り

ト寸ーリイ、ジャンブホップ

」ー- ~ーン

図4 ゆかにおける技の体系

表 1 2009年版採点規則のゆかにおける構成要求(CR)

1.前後開脚ジャンプ (180度)を合む、少なくとも 2つのダンス系要素の移動(1 

つめは片足着地)

2. 2つの異なる宙返りを含むアクロライン

3.前/仮.11方と後方の宙返り

4. 2回宙返りとひねりを伴う宙返り

5.最後の宙返り

(2 )平均台の技の体系

平均台は高さ 125cm・長さ 500cm・幅 10cmの台上で、90秒以内にアクロバット系の技

(宙返りなど)やダンス系の技(ジャンプ・ターン・バランスなど)で構成される。平均

台の技は、アクロパット系とダンス系の要素から成り立っている(図 5参照)0 8個の技

からなる演技構成のうち、アクロパット系は最大5つの技、ダンス系は最低3つ以上の技

を含まなければならない 17)。

アクロパット系

ダンス系

女持//空中局面を{半うまたは{半わない枝

リープ、ジャンプ、 ホップ

ターン

波動

姿務保持系(立位、座位、臥{立)

図5 平均台における技の体系
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表2 2009年版採点規則の平均台における構成要求(CR)

1. 180度の前後開脚を伴うリ}プ、ジャンプ、ホップを含む、少なくとも 2つのダン

ス系組み合わせ

2.ターン

3. 1つの宙返りを含む少なくとも 2つの空中局面を伴う技からなるアクロバット系シ

リーズ

4.方向の異なる(前方/側方と後方)アクロバット系

5.終末技

第3節 ダンス系について

ダンス系の基本技術として、ゆかのダンス系の基本姿勢はクラシックバレエの技術を取

り入れた芸術体操にそのベースをおいている。足のポジションはクラシックバレエの基

本ポジションの第1ポジション~第5ポジッションまでが導入されている口ステップ、タ

ーン、ポーズはとの基本型から始められ、またその型に終わる 7)。

ダンス系はほかの回転系や功技系に比べて、その体系の構造や特性に差異が認められる。

ヘルシンキ・オリンピック大会 (1952年)の旧ソ連選手のゆかの模範演技ではじめで音

楽伴奏をもって行われ、その数年後ルールとしてゆかに音楽伴奏が規定されてからこのダ

ンス系は独自な発展を遂げるに至った 7)。

ダンス系は4群にまとめられる。

一系一
一ス一
一、〆一:
 

一ダ一

図6 ダンス系の模式図

跳躍群の中に体操競技や新体操において、股関節の柔軟性を使って表現する運動として

i180度開脚姿勢を伴う跳躍技Jがあり、その中の代表的な技として「片脚踏み切り前後

開脚ジャンプjがある。「片脚踏み切り前後関脚ジャンプj は片足で‘踏み切ってジャンプ

し、空中で 1800 の開脚をすることが運動課題となっている。「片脚踏み切り前後開脚ジ

ャンプj はA難度と価値点は低いものの他のジャンプの基礎となる重要な技である凡
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この技に対する評価は、ジャンプの高さや、ジャンプ時の股関節における開脚度(以後開

脚度とする)等に観点をおいて行われている。その中でもジャンプ時、特に運動構造上の

主要局面における開脚度に重点を置き、開脚度の最大角度が 180度に満たない場合、もし

くはフロアーに対する水平面よりも脚が下がっている場合、角度不足として技術的な減点

対象となっているゆ16)17)阻)

第4節股関節外旋について

Kushner et al. (1990) 9)は「股関節を外旋することによって脚を高くあげることがで

きる、また股関節外旋角度の増加に作い、外転角度も増加するJと述べている 14)白さら

に、「股関節外旋は解剖学的に脚を外側に上げやすくする。正常なポジションにおいて脚

の動きは、骨盤と股関節の聞における関節構造に制限される。脚が外側に引かれると、大

腿骨頭が寛骨臼縁に当たるので、脚が動かなくなる。しかし、股関節を外旋していたなら

ば大転子が後方に動き、寛骨日縁には大腿骨頭の平らな側面が当たるj と述べており、股

関節外旋は解剖学的、技術的にクラシックバレエダンサーには必要なものであると考えら

れ、このことは芸術性が要求される競技には必要なものであると考えられる 13)。クラシ

ックバレエや新体操などのダンス系の動作を含む種目において股関節外旋が柔軟性の表

現を高めるのではないだろうか。

上体を傾斜させない場合の股関節の可動域は、前方へは約600 、側方へは約400 、後

方へは約 15
0

程度しか動かないといわれている 19)。また、「プロバレエダンサ}の理想的

な股関節外旋は両脚合わせると 1800 (片脚9ぴずつ)であり、通常60'"'-'700 の外転が

膝上で、 20'"'"'30
0

が膝下で起こっている (Hardakeret al.1984) J 4) と述べている。人間

の身体において完全な股関節外旋ができることはあまりないD股関節外旋筋群の収縮不全、

内旋筋群の他動張力、腸骨大腿靭帯の張力によって制限されるo 能力というよりも、単純

に脚を外旋してタ}ンアウトさせることを覚えておくべきである。踊るときはいつでも最

大限のターンアウトをコントロールして維持できる筋力をつけることである口股関節外旋

は、内閉鎖筋、外閉鎖筋と大腿四頭筋によってっくり出され、梨状筋、大智筋、縫工筋、

内転筋群によって補助される、と述べている 13)。
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第3章研究目的

本研究は、股関節外旋が下肢の振上げ動作に及ぼす影響を明らかにすることを目的とす

る口その股関節外旋によって、開脚度不足の改善や正確な演技の実施、また雄大で美しい

完成度の高い演技に貢献できるものど考える。さらに、先行研究では単なる下肢振上げ動

作のみを対象としていたが、本研究ではより実践的な前後開脚ジャンプをも対象とし、演

技に直接繋がる成果に貢献できるものと考える。
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第4章研究方法

第 1節実験構成

図7は下肢振上げ動作の実験場面の模式図である。客観的資料を作成するために、撮影

は縦方向と横方向の2方向からデジタルピ、デオカメラ (EX-FH25 CASIO社製)を使用

して行った。後方および側方への下肢振り上げは主にカメラ 1を、前方への下肢振り上げ

は主にカメラ 2を使用した。

ノ，，-ー

基準版 基準板

5cm件川Tii?;
基

準

板

基

準

板

330cm 

カ

|高さ伽|・4
2 

・w ‘'ライ ト ライ ト

図7 下肢振り上げ動作(前方、側方および後方)における模式図

被験者に股関節外旋を伴う動作と伴わない動作をより正確に行わせるために、「股関節

を外旋させずに、できるだけ高く、 真っ直ぐ振上げるようにし、またできる限り上体を傾

けないようにJおよび「股関節の外旋を意識し、できるだけ高く振上げるようにし、また

できる限り上体を傾けないようにj との指示を行った。さらに口頭による指示に加えて、

試技開始時の脚のスタートポジションを規定した。外旋を伴わない動作は図 8-1により、

股関節外旋を伴う動作は図 8・2により規定した。股関節外旋を伴う動作における外旋角度

は、初心者が無理なく外旋を行える角度である 100度 10) と規定した。

図8-1 股関節外旋を伴わない動作 図8・2 股関節外旋を伴う動作
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図 9は前後開脚ジャンプの実験場面の模式図である。前後開脚ジャンプは利き脚によ

って振り上げる脚が異なるので、被験者に合わせてジャンプする方向を設定した。後方の

脚がカメラ側にくるように、それぞれジャンプを行わせた。

踏み切り位置2

ーーーーーー〉

進行方向2

• カメラ

踏み切り位置l

〈ーーーーーー

進行方向1

図9 前後開脚ジャンプにおける模式図

( 1 )実験日時

1回目 実験日時:2012年8月8日(水)14: 00""' 17:00 

場所:11頂天堂大学さくらキャンパス 体操競技場

2回目 実験日時:2012年9月3日(月)14: 00---17:00 

場所:順天堂大学さくらキャンパス 体操競技場

(2 )カメラの設定条件および位置

カメラ 1 (後方および側方の試技):デジタルビデオカメラ (EX-FH25 CASIO社製)

フレームレート 30fps 

被験者からカメラまでの距離 300cm 

カメラの高さ 床面から 90cm

カメラ 2 (前方の試技):デジタルビデ、オカメラ (EX-FH25 CASIO社製)

フレームレート 30fps 

被験者からカメラまでの距離 330cm 

カメラの高さ 床面から 90cm
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カメラ(ジャンプ):デジタルビデオカメラ (EX-FH25 CASIO社製)

フレームレート

被験者からカメラまでの距離

紛争S

500 cm 

カメラの高さ 床面から 150cm

尚、カメラ位置については被験者を出来るだけ大きく撮影するために上記の位置とした。

撮影の際、基準板4個と縮尺版1個を設置した。

( 3)被験者の身体部位マーカー

各被験者には、次の身体各部位 2)のに 20φの反射マ}カ--(デ、イケイエイチ社製)を付

けて撮影を行った。

1.左右肩峰

2.左右肩峰の中点

3.左右上前腸骨練

4.左右上前腸骨東京の中点

5.左右大転子

6.大腿骨外側上頼

7.大腿骨内側上頼

8.膝蓋骨

9. 排骨外巣

10.舟状骨

11.腔骨内果

12.第一中足iJt節関節

第2節 被験者および実験一課題

( 1 )被験者

図10 マーカーを取り付けた身体各部位

J大学体操競技部に所属する女子選手で全日本学生体操競技選手権大会に出場した5名

とした白各被験者には、実験に先立ち書面および口頭による説明を十分に行った後、書面

にて本研究に被験者として参加することに同意してもらった。なお、本研究は順天堂大学

大学院スポーツ健康科学研究科における倫理委員会により許可(院24-23号)を受けた

上で実施された。
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各被験者のデータは以下の通りである(表3参照)0

表3 被験者データ

年齢(歳) 身長 (cm)

被験者A 21 148 

被験者B 21 152.5 

被験者C 19 158.6 

被験者D 18 155 

被験者E 19 154 

平均 19.6 153.62 

(2)実験課題

競技歴(年)

13 

9 

16 

13 

14 

13.6 

運動課題(前方、側方、後方への下肢振上げ動作および前後開脚ジャンプ)における「股

関節外旋を伴わない動作j と「股関節外旋を伴う動作Jの2種類を各3回ずつ、計24回

それぞれ行わせた。各運動課題は右足を振上げ脚とし、 3試技のうちで最も高く振上げら

れた 1試技を採用した口

a)前方への下肢振上げ動作(股関節外旋を伴わない動作):被験者はパーを左手で、持

ち、カメラ 1の方向を向いて試技を行った口被験者を図8・1のスタートポジションに立た

せ、 3回行わせた。主な撮影はカメラ 2を用いて行った。

b)前方への下肢振上げ動作(股関節外旋を伴う動作): a)と同様の手順で実施し、被

験者を図 8・2のスタートポジションに立たせ、 3回行わせた。主な撮影はカメラ 2を用い

て行った。

c)側方への下肢振上げ動作(股関節外旋を伴わない動作):被験者はパーを左手で持

ち、カメラ 1の方向を向いて試技を行った。被験者を図 8・1のスタートポジションに立た

せ、 3回行わせた。主な撮影はカメラ 1を用いて行った。

ωィ員tl方への下肢振上げ動作(股関節外旋を伴う動作): c)と同様に実施し、被験者を
図8・2のスタートポジションに立たせ、 3回行わせた。主な撮影はカメラ 1を用いて行っ

た。

e)後方への下肢振上げ動作(股関節外旋を伴わない動作):被験者はパーを両手で、持

ち、カメラ 2に背を向ける形で、試技を行った。被験者を図 8・1のスタートポジションに立

たせ、 f3回行わせた。主な撮影はカメラ 1を用いて行ったo
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。後方への下肢振上げ動作(股関節外旋を伴う動作): e)と同様に実施し、被験者を

凶8・2のスタ」トポジションに立たせ、 3回行わせた。主な撮影はカメラ 1を用いて行っ

た口

g)前後関脚ジャンプ(股関節外旋を伴わない動作):被験者は各々の距離で助走を行

い、踏み切り位置で前後開脚ジャンプを 3回行った(図 9参照)。ジャンプにおいては利

き脚があるので、それぞれ利き脚で行わせた(右脚前2名/左脚前3名)口

ω前後開脚ジャンプ(股関節外旋を伴う動作): g)と同様に実施した。
i )全試技終了後、被験者にインタピュー形式で自己観察報告を行った白

第 3節資料と考察方法および計測方法

( 1 )資料

VTRで収録した試技はコンビュータに取り込み、3回のうちで最も高く振上げられた試

技を採用し原資料として作成した。原資料はFormFinder(インク社製)を使用して角度の

算出を行った。さらに自己観察報告を表8にまとめた。

(2 )考察方法

原資料をもとに次の考察視点を設け、各被験者内における試技について比較考察を行っ

た。

1.前方への股関節外旋を伴わない動作と股関節外旋を伴う動作の下肢振上げ角度につい

て考察した。

2.側方への股関節外旋を伴わない動作と股関節外旋を伴う動作の下肢振上げ角度につい

て考察した。

3.後方への股関節外旋を伴わない動作と股関節外旋を伴う動作の下肢振上げ角度につい

て考察した。

4.前後開脚ジャンプの股関節外旋を伴わない動作と股関節外旋を伴う動作の開脚角度に

ついて考察した。

5. 自己観察報告について考察した口

(3 )下肢振上げ角度および開脚角度の算出方法

a)前方への下肢振上げ角度の算出方法:下肢挙上角度(振上げ脚の大腿骨外側上頼

と大転子を結んだ線と、大転子から下ろした垂線とのなす角度)から体幹傾斜差(直立時

の大転子と左右肩峰の中点を結んだ線と、下肢挙上時の大転子と左右肩峰の中点を結んだ
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線とのなす角度)を引いた角度を下肢振上げ角度と定義した。

※外旋を

伴わない動作
‘、、

J 

※外旋を

伴う動作

図 11 前方への下肢振上げ動作における下肢振上げ角度の算出方法

また、股関節外旋を伴わない動作において、験者が試技中に「膝蓋骨に取り付けたマー

カーが床面方向に動いたJと判断した場合、股関節外旋を伴ったとしてやり直しを行わせ

た。なお、やり直しは最高 2固までとし、全ての試技でで、験者が「膝蓋骨に取り付けたマ一

カ一が床面方向に動いたJと判断した場合は、画像処理の段階で膝蓋骨に取り付けたマ一

カ一が床面方向に動き始める 1コマ手前で

り上げ角度として算出した口

b)側方への下肢振上げ角度の算出方法:下肢挙上角度(振上げ脚の大腿骨内側上頼

と右上前腸骨赦を結んだ線と、右上前腸骨東京から下ろした垂線とのなす角度)から体幹傾

斜差(直立時の右上前腸骨椋と左右肩峰の中点を結んだ線と、下肢挙上時の右上前腸骨練

と左右肩峰の中点を結んだ線とのなす角度)を引いた角度を下肢振上げ角度と定義した。

※外旋を

伴わない動作

※外旋を

伴う動作

図12 側方への下肢振上げ動作における下肢振上げ角度の算出方法
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また、股関節外旋を伴わない動作において、験者が試技中に「大腿骨外側上頼に取り付

けたマーカーが床面方向と反対方向に動いたjと判断した場合、股関節外旋を伴ったとし

てやり直しを行わせた。なお、やり直しは最高 2固までとし、全ての試技において験者が

「大腿骨外側上頼に取り付けたマーカーが床面方向と反対方向に動いたJと判断した場合

は、大腿骨外側上頼に取り付けたマーカーが見えなくなる 1コマ手前で静止画として取り

出し、その時点を最大下肢振り上げ角度として算出した。

c)後方への下肢振上げ角度の算出方法:下肢挙上角度(振上げ脚の大腿骨外側上頼と

大転子を結んだ線と、大転子から下ろした垂線とのなす角度)から体幹傾斜差(直立時の

大転子と左右肩峰の中点を結んだ線と、下肢挙上時の大転子と左右肩峰の中点を結んだ線

とのなす角度)を引いた角度を下肢振上げ角度と定義した。また、やり直しに関しては側

方への下肢振上げ動作と同様である。

伴わない動作

i 、

※外旋を

伴う動作

図 13 後方への下肢振上げ動作における下肢振上げ角度の算出方法

d)前後開脚ジャンプの算出方法:大転子と後方に振上げた脚の大腿骨外側上頼を結

んだ線と、大転子と前方に振上げた脚の第一中足駈節関節を結んだ線とのなす角度を開脚

角度と定義した。

※外旋を伴わない動作
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※外旋を伴う動作

図 14 前後開脚ジャンプにおける開脚角度の算出方法

また、股関節外旋を作わない動作において、験者が試技中に「後ろ側の脚の大腿骨外側

上頼に取り付けたマーカーが床面方向と反対方向に動いたjと判断した場合、股関節外旋

を伴ったとしてやり直しを行わせた。なお、やり直しは最高 2固までとし、全ての試技に

おいて験者が試技中に「後ろ側の脚の大腿骨外側上頼に取り付けたマーカーが床面方向と

反対方向に動いたJと判断した場合は、後ろ側の脚の大腿骨外側上頼に取り付けたマーカ

ーが床面方向と反対方向に動き始める 1コマ手前で、静止画として取り出し、その時点を最

大関脚角度として算出した。
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第5章結果

第 1節前方への下肢振上げ

前方への下肢振上げ動作における股関節外旋を伴わない動作および股関節外旋を伴う

動作の最大の下肢振上げ角度は、次のとおりである(図 15・1から図 15・10参照)ロ

図15・1 被験者A:前方(外旋を伴わない) 図15・2 被験者A:前方(外旋を伴う)

図15-3 被験者B:前方(外旋を伴わない) 図 15・4 被験者B:前方(外旋を伴う)

図 15・5 被験者C:前方(外旋を伴わなし、) 図15-6 被験者C:前方(外旋を伴う)
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図15-7 被験者D:前方(外旋を作わない) 図15-8 被験者D:前方(外旋を作-う)

図 15・9 被験者E:前方(外旋を伴わない) 図15-10 被験者E:前方(外旋を伴う)

表4は挙上角度、体幹傾斜差および下肢振上げ角度を示した表である。前方への下肢振

上げ動作において股関節外旋を伴わない動作よりも股関節外旋を伴う動作の方が、 A.E

を除き下肢振上げ角度がやや大きいことがぶされた(表4参照)。

表4 前方への下肢振上げ動作における振上げ角度

、，J
O
 
/
s
k
 

前方
股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

挙上角度 体幹傾斜差 援上げ角度 挙上角度 体幹傾斜差 振上げ角度

⑦ 105 13 92 105 17 88 

A ② 105 10 95 108 13 95 

③ 105 15 90 105 11 94 

① 98 7 91 116 3 113 

B ② 98 10 88 119 7 112 

③ 102 2 100 127 13 114 

⑦ 97 11 86 118 14 104 

C ② 98 11 87 118 17 101 

③ 101 9 92 118 15 103 

① 81 3 78 110 14 96 

D ② 82 6 76 120 13 107 

③ 80 6 74 96 9 87 

① 135 3 132 133 3 130 

E ② 132 5 127 132 3 129 

③ 134 4 130 133 6 127 
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また、股関節外旋を伴わない動作 15試技と股関節外旋を伴う動作 15試技で対応のある t

検定を行ったところ、有意な差は認められなかった (p>0.05)。

第2節側方への下肢振上げ

側方への下肢振上げ動作における股関節外旋を伴わない動作および股関節外旋を伴う

動作の最大の下肢振上げ角度は、次のとおりである(図 16-1から図 16-10参照)。

図16・1 被験者A:側方(外旋を伴わなし、) 図 16・2 被験者A:倶!l方(外旋を伴う)

図16・3 被験者B:側方(外旋を伴わない) 図 16・4 被験者B:側方(外旋を伴う)

図 16・5 被験者C:側方(外旋を伴わなし、) 図 16・6 被験者C:側方(外旋を伴う)
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図 16-7 被験者D:側方(外旋を作わない) 図 16・8 被験者D:側方(外旋を伴う)

図 16-9 被験者E:側方(外旋を伴わなし、) 図 16・10 被験者E:側方(外旋を伴う)

また、表5は挙上角度、体幹傾斜差および下肢振上げ角度を示した表である。側方への

下肢振上げ動作において股関節外旋を伴わない動作よりも股関節外旋を伴う動作の方が、

下肢振上げ角度が全被験者ともに明らかに大きいことがぷされた(表5参照)。

表 5 側方への下肢振上げ動作における振上げ角度 、BE
J

o
 
，，i
、

側方
股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

挙上角度 体幹傾斜差 振上げ角度 挙上角度 体幹傾斜差 援上げ角度

① 44 8 36 140 11 129 

A ② 30 6 24 139 14 125 

③ 26 3 23 143 13 130 

① 15 2 13 143 6 137 

B ② 17 。 17 139 12 127 

③ 27 26 140 10 130 

① 19 2 17 117 14 103 

c ② 18 2 16 121 8 113 

③ 18 2 16 117 7 110 

① 48 3 45 117 10 107 

D ② 31 30 117 17 100 

③ 50 6 44 119 4 115 

① 27 。 27 128 127 

E ② 27 2 25 131 5 126 

③ 40 6 34 127 5 122 
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また、股関節外旋を伴わない動作 15試技と股関節外旋を伴う動作 15試技で対応のある

t検定を行ったところ、股関節外旋を伴う動作の方が有意に下肢振上げ角度が大きかっ

た。 (pく0.05)

第 3節後方への下肢振上げ

後方への下肢振上げ動作における股関節外旋を伴わない動作および股関節外旋を伴う

動作の最大の下肢振上げ角度は、次のとおりである(図 17-1から図 17・10参照)。

図 17・1 被験者A:後方(外旋を伴わなし、) 図 17・2 被験者A:後方(外旋を伴う)

図 17・3 被験者B:後方(外旋を伴わない) 図 17・4 被験者B:後方(外旋を伴う)

図 17・5 被験者C:後方(外旋を伴わない) 図17・6 被験者C:後方(外旋を伴う)
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図 17-7 被験者D:後方(外旋を伴わない) 図 17・8 被験者D:後方(外旋を伴う)

図 17-9 被験者E:後方(外旋を伴わない) 図 17・10 被験者E:後方(外旋を伴う)

また、表6は挙上角度、体幹傾斜差および下肢上げ角度を表に示したものである口前方

への下肢振上げ動作において股関節外旋を伴わない動作よりも股関節外旋を伴う動作の

方が、下肢振上げ角度が全被験者ともに明らかに大きいことが示された(表6参照)。

表6 後方への下肢振上げ動作における振上げ角度
、、，
ノ。

/
a
-

後方
股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

挙上角度 体幹傾斜差 振上げ角度 挙上角度 体幹傾斜差 振上げ角度

① 60 10 50 96 16 80 

A ② 54 11 43 92 34 58 

③ 49 12 37 92 32 60 

① 50 3 47 94 27 67 

B ② 61 11 50 96 30 66 

③ 55 4 51 93 23 70 

① 68 17 51 110 42 68 

C ② 63 14 49 121 41 80 

③ 69 19 50 121 39 82 

① 38 。 38 113 39 74 

D ② 42 。 42 115 44 71 

③ 42 。 42 114 37 77 

阜② 
52 33 19 92 34 58 

E 46 25 21 87 30 57 

③ 43 20 23 90 30 60 
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また、股関節外旋を伴わない動作 15試技と股関節外旋を伴う動作 15試技で対応のある

t検定を行ったところ、股関節外旋を伴う動作の方が有意に下肢振上げ角度が大きかった

(p< 0.05)。

第4節前後関脚ジャンプ

前後開脚ジャンプにおける股関節外旋を伴わない動作および股関節外旋を伴う動作の

最大の開脚角度は、次のとおりである(図 18・1から図 18・10参照)。

図 18-1 被験者A:ジャンプ(外旋を伴わなしつ 図 18-2 被験者A:ジャンプ(外旋を伴う)

図 18-3 被験者B:ジャンプ(外旋を伴わない) 図 18・4 被験者B:ジャンプ(外旋を伴う)

図 18・5 被験者C:ジャンプ(外旋を伴わない) 図 18・6 被験者 C:ジャンプ(外旋を伴う)
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図 18-7 被験者D:ジャンプ(外旋を伴わない) 図 18・8 被験者 D:ジャンプ(外旋を伴う)

図 18-9 被験者E:ジャンプ(外旋を伴わない) 図 18・10 被験者E:ジャンプ(外旋を伴う)

また、表7は前後開脚ジャンプにおける開脚角度を表に示した表である。前後開脚ジャ

ンプにおいて股関節外旋を伴わないジャンプよりも股関節外旋を伴うジャンプの方が、関

脚角度が全被験者ともに明らかに大きいことが示された(表7参照)。

表7 前後開脚ジャンプにおける開脚角度
、l
/。

/
l

、
股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

ジャンプ 開脚角度 関脚角度

① 132 143 

A ② 133 135 

③ 132 144 

① 111 155 

B ② 116 154 
③ 127 150 

⑦ 125 159 

C ② 127 158 
③ 133 157 

① 126 153 

D ② 125 143 

③ 126 145 

め 139 151 

E ② 142 153 
③ 133 149 

また、股関節外旋を伴わないジャンプ 15試技と股関節外旋を伴うジャンプ 15試技で
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対応のある t検定を行ったところ、股関節外旋を伴うジャンプの方が有意に開脚角度が

大きかった (p く0.05)。

第5節 自己観察報告

下肢の振上げおよび前後関脚ジャンプの自己観察報告は次のとおりである(表8参照)。

表8 下肢の振上げおよび前後開脚ジャンプの自己観察報告

全体的に股関節外旋を伴う動作の方が上げやすい。

A 特に後方への下肢振上げ動作では、股関節外旋を伴う動作が最も上げやすい。

側方への下肢振上げ動作では、股関節外旋を伴う動作は上げにくい。

前方および側方への下肢振上げ動作では、股関節外旋を伴う動作が上げやすい。
B 
前後開脚ジャンプでは股関節を伴う動作は上げにくい。

前方への下股振上げ動作では、股関節外旋を伴わない動作が上げやすい。

C 後方への下股振上げ動作および前後開脚ジャンプでは、股関節外旋を伴う動作が上げ

やすい。

前方への下肢振上げ動作では、股関節外旋を伴わない動作が上げやすい。

D 側方、後方への下肢振上げ動作および前後開脚ジャンプでは、股関節外旋を伴う動作

が上げやすい。

E 全てにおいて、股関節外旋を伴う動作が上げやすい。
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第 6章考察

第 1節前方への下肢振上げ

図 19-1から図 19-5は各被験者において、前方への下肢振上げ動作における股関節外旋

を伴わない動作および股関節外旋を伴う動作をそれぞれの最大振上げ時を重ねた図であ

る。点線が股関節外旋を伴わない動作、実線が股関節外旋を伴う動作である(図 19・1か

ら図 19・5参照)口

E 日
図 19・1 被験者A 図 19・2 被験者B

回 回

図 19-3 被験者C 図 19-4 被験者D
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図20 前方への最大下肢振上げ角度の比較
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また、図 20は前方への最大下肢振上げ角度の比較をグラフにしたものである。前方へ

の下肢振上げ動作において、被験者AおよびEを除いた被験者が股関節外旋を伴う動作

で高く脚を振り上げることができていたが、全 15試技を用いて対応のある t検定を行っ

たところ、股関節外旋を伴わない動作と股関節外旋を伴う動作の振上げ角度には有意な差

が認められなかった。したがって、股関節外旋が前方への下肢振上げ動作に及ぼす影響は

極めて小さいと示唆された。

前方への下肢振上げ動作において、被験者間で股関節外旋による影響に差が生じた理由

として、股関節の可動域の違いが考えられる。股関節の可動域が小さい被験者にとっては、

スタートポジションにおける 1000 の股関節外旋の時点で可動域が大きい被験者に比べ
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て負担が大きく、そのことが外旋による影響がみられなかった一つの要因である可能性が

考えられる。

第2節側方への下肢振上げ

図21・1から図21・5は各被験者において、側方への下肢振上げ動作における股関節外旋

を伴わない動作および股関節外旋を伴う動作それぞれの最大振上げ時を重ねた図である。

点線が股関節外旋を伴わない動作、実線が股関節外旋を伴う動作である(図 21副1から図

21・5参照)。

日
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図22f興j方八の最大下肢援上げ角度の比較

また、図 22は側方への最大下肢振上げ角度の比較をグラフにしたものである。前方と

は異なり、側方への下肢振上げ動作では、すべての被験者が股関節外旋を伴う動作でより

高く脚を振り上げることができていた。最も大きな差がみられたのは被験者Bで 111
0

、

最も差が小さい被験者Dでも 70
0

の差がみられた。また、全 15試技を用いて対応のあ

るt検定を行ったところ、股関節外旋を伴う動作の方が有意に高く振り上げることができ

ていた (p< 0.05)。このことにより股関節外旋が側方への下肢振上げ動作に及ぼす影響

は極めて大きいと示唆される。さらに、 Kushnerら 9)(1990)によると、側方への下肢振
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上げ動作では股関節外旋が下肢を高く上げやすくすることが示されている。本研究はこれ

を支持する結果となった。

鈴木 21) (2004)は下肢振上げ動作におけるターンアウト(股関節外旋)の影響を調査

した研究で、股関節外旋が側方へ下肢を高く上げやすくすることを支持する結果は得られ

なかったとしている。しかし、鈴木の研究では、本研究と同様に下肢を自分の行いやすい

速度で振り上げる試行に加えて、速度を規定しながらゆっくりと振り上げる試行を調査し

た。そこでは、ゆっくりと振り上げる試行において股関節外旋の方がより高く脚を振上げ

ることができていたと報告している。これらのことから、股関節外旋を作-う下肢振上げ動

作において、「股関節外旋に対する慣れj の影響が考えられる日本研究では股関節外旋を

伴う下肢振上げ動作を行わせる際に、脚のスタートポジションを 100度に規定し、はじめ

から股関節が外旋されている状態を作り出した。そうすることで日常的に股関節外旋を意

識していない被験者でも股関節外旋を意識しやすく下肢の振上げを行いやすい状態であ

ったと考えられる。同様に、鈴木の研究で、はゆっくりと脚を上げさせたため、脚を目で見

て股関節外旋を怠識しながら下肢を上げることができたと推察される。一方で、ただ股関

節外旋を意識しながら脚を振り上げるように指示しただけでは、日常的に股関節外旋を意

識していない被験者にとっては難しい課題になっていた可能性があり、振上げ角度が大き

くならなかったと考えられる。

Kushnerら9)(199ωゃWatkinsら23) (1989)によると、「股関節外旋は解剖学的に脚

を外側に上げやすくする。正常なポジションにおいて脚の動きは、骨盤と股関節の間にお

ける関節構造に制限される。脚が外側に引かれると、大腿骨頭が寛骨臼縁に当たるので、

脚が動かなくなる。しかし、股関節を外旋していたならば大転子が後方に動き、寛骨臼縁

には大腿骨頭の平らな側面が当たる」と報告されており、股関節外旋は脚を高く振り上げ

るのに解剖学的、また技術的に必要なものであると考えられている。本研究においても同

様の結果となったことから、柔軟性が要求される体操競技選手においても側方へ脚を振り

上げる際の股関節外旋は当然必要な技術であると推察される。

第3節後方への下肢振上げ

図23・1から図23・5は各被験者において、後方への下肢振上げ動作における股関節外旋

を伴わない動作および股関節外旋を伴う動作それぞれの最大振上げ時を重ねた図である。

点線が股関節外旋を伴わない動作、実線が股関節外旋を伴う動作である(図 23・1から図

23-5参照)。
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また、図 24は後方への最大下肢振上げ角度の比較をグラフにしたものである。側方と

同様に後方への下肢振上げ動作においても、股関節外旋を伴う動作でより高く脚を振り上

げることができていた。最も大きな差がみられたのは被験者Eで370 、差が最も小さい

被験者Bでさえ 19
0

の差がみられた。また、全 15試技を用いて対応のある t検定を行

ったところ、股関節外旋を伴う動作の方が有意に高く振り上げることができていた (pく

0.05)。このことからも股関節外旋が後方への下肢振上げ動作に及ぼす影響は極めて大き

いと示唆される。

側方への下肢振上げ動作で述べたように、鈴木 21)の研究では被験者に股関節外旋を意

識させただけであったため、有意な差が認められなかった可能性が考えられ、「股関節外

旋に対する慣れJの影響が伺える。 一方、本研究では被験者に股関節外旋を意識させると

ともに、動作開始前の脚のスタートポジションを 100度に規定し、はじめから股関節が外

旋されている状態を作り出した口そうすることで日常的に股関節外旋を意識していない被

験者でも股関節外旋を意識しやすく下肢の振上げを行いやすい状態で、あったと考えられ

るロさらに、鈴木の研究では「高く上げることを意識した試行」において、股関節が僅か

でも外旋していたかどうかを考慮していない。つまり、「高く上げることを意識した試行j

で股関節外旋が無意識的に発生し、それが高い下肢振上げ角度の一要因になっていた可能

性が考えられる。それに対し本研究では股関節外旋を伴わない動作と股関節外旋を伴う動

作をより明確に区別した結果、股関節外旋を伴う動作で有志に下肢振上げ角度が高いこと

が示され、その結果は信頼性が高いと考えられる。
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第4節前後開脚ジャンプ

凶25・1から凶25・5は各被験者において、前後開脚ジャンプにおける股関節外旋を伴わ

ない動作および股関節外旋を伴う動作それぞれの最大開脚時を重ねた図である。点線が股

関節外旋を伴わない動作、実線が股関節外旋を伴う動作である(図25・1から図25・5参照)。
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図26 前後関脚ジャンプの最大関脚角度の比較

後方と同様に前後関脚ジャンプにおいても、股関節外旋を伴う動作でより開脚角度が

大きかった。また、全15試技を用いて対応のある t検定を行ったところ、股関節外旋を

伴う動作において有意に開脚角度が大きかった (p< 0.05)。

前後関脚ジャンプにおける特徴的な結果は、後ろ側の脚の高さが異なっている点である。

前側の脚の高さは股関節外旋を伴わない動作と股関節外旋を伴う動作でほとんど違いが

ないが、後ろ側の脚の高さは大きく違いが見てとれる白このことから、前後開脚ジャンプ

の開脚度には後ろ側の脚が大きく影響を与えている可能性がある。さらに、本研究では前

方への下肢振上げ動作において、股関節外旋を伴わない動作と股関節外旋を伴う動作の下

肢振上げ角度には有.意な差が認められなかったが、後方への下肢振上げ動作では両者に令.

意な差が認められた。つまり、股関節外旋は後方への振上げ動作に対して効果があり、前

後開脚ジャンプにおいて必要な技術であると考えられる。このことからも股関節外旋が前

後開脚ジャンプに及ぼす影響は極めて大きいと示唆される。

日本体操協会は女子体操競技における強化指針として「ジャンプの高さと 180度以上の

開脚度が求められる」と報告しており、女子体操競技選手の開脚度不足を問題視している。

羽田がも「ジャンプ時に前脚は水平位置まで上がるもののすくやに下がり、後脚は水平位

置まで上がらないため、空中で 1800 の開脚姿勢がみられず、前後開脚ジャンプとして承

認されないか、減点されることが多い。Jと述べていたことから本研究で得られた結果は、

体操競技において前後関脚ジャンプの開脚度不足を改善することに貢献する結果となり、
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開脚度を大きくするためには股関節外旋の技術を習得することが重要であると考えられ

るD しかし、前述したように「股関節外旋に対する慣れJの影響が考えられるため、今後

は長期的な股関節外旋のトレーニングを行い、トレ}ニング前後で、振上げ角度や開脚角度

を比較することが必要であると考えられる。

第5節 自己観察報告

自己観察報告をみると、本研究では被験者によって股関節外旋を伴う動作を難しく感じ

るかどうかは異なり、さらにどの方向への下肢振上げ動作が難しく感じるかも異なってい

た。このことからも、股関節外旋は慣れの影響や被験者の特性によって違った影響を与え

ると考えられる口

前方への下肢振上げ動作において、被験者A、BおよびEは股関節外旋を伴う動作の方

が上げやすいと報告している。しかし、最大振上げ角度をみてみると、被験者AおよびE

は股関節外旋を伴う動作の方が振り上げ角度が小さくなっているo一方で、股関節外旋を

伴わない動作が上げやすいと報告した被験者CおよびDは、股関節外旋を伴う動作の方

が振上げ角度が大きくなっている。これらのことから、上げやすいと思っていても実際は

上がっていなかったり、上げにくいと思っていても実際は上がっていたりするなど、前方

への下肢振上げ動作において股関節外旋は体操競技選手にとって慣れの必要な技術であ

り、その影響は今後も検討すべき事項であると推察される。

側方への下肢振上げ動作において、被験者 Aのみ股関節外旋を伴う動作で上げにくい

と報告している。しかし、被験者 Aの振上げ角度をみてみると、股関節外旋を伴う動作

で明らかに大きい振上げ角度を示している。他の被験者においても側方への下肢振上げ動

作では、股関節外旋を伴う動作で明らかに大きい振上げ角度を示していることから、側方

への下肢振上げ動作は股関節外旋の影響を受けやすいことが分かる口前方と同様に、股関

節外旋は体操競技選手にとって慣れの必要な技術であるため、上げにくいと感じる選手も

出てきたのではないかと考えられる。

後方への下肢振上げ動作において、全ての被験者が股関節外旋を伴う動作で上げやすい

と報告している。とのことは股関節外旋が後方への下肢振上げ動作に大きく影響している

ことを示唆している。後方への下肢振上げ動作は体幹の前傾なども大きく影響しており、

そこには脊柱や背筋などの筋の硬さも関係していると考えられる。したがって、股関節外

旋が後方への下肢振上げ動作に及ぼす更なる影響については今後検討すべき内容である。

前後開脚ジャンプにおいて、被験者 Bのみ股関節外旋を伴う動作で上げにくいと報告
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している。しかし、開脚角度をみてみると、股関節外旋を伴う動作において全ての被験者

で有意に開脚角度が大きいと示されている。前後開脚ジャンプは単純な下肢振上げ動作よ

りも複雑で、様々な要素が組み合わさっており、そこで非日常の技術を用いることは困難

であったが、股関節外旋の影響は大きいと推察された。
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第7章結論

本研究により、股関節外旋が下肢振り上げ動作に及ぼす影響において、以下のことが示

唆されたD

1.側方および後方への下肢振上げ動作において、股関節外旋を伴わない動作よりも股関

節外旋を伴う動作の方がより高く脚を振り上げることができた。

2.前後開脚ジャンプにおいて、股関節外旋を伴わない動作よりも股関節外旋を伴う動作十

の方がより大きい開脚角度を示した口

3.前後開脚ジャンプにおいて、股関節外旋は後ろ側の脚の振上げに影響を与え、体操競

技において 180度以上の開脚度を得るためには必要な技術であると考えられる白
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第8章要約

2009年のノレール改正に伴い、 8個の技で構成される演技のうちダンス系の技を、必ず3

つ以上入れなければならないと変更された。そのため、難度点により構成される Dスコ

アを上げるためには、より確実にダンス系の難度をとる必要があると考えられる。

世界的に見ても日本女子選手はダンス系の技や芸術性が低いとされており、 2012年強

化指針では「ジャンプの高さと 180度以上の開脚度が求められD難度以上のダンス系が

必要である口羊とびゃ交差輸とび、交差ジャンプ112ひねりなどの不正確な実施が多く見

られるので正確に実施することが要求される白 2回タ}ンやタ}ンとアクロバットの連続

など個性的で、変化のある構成が要求される。」とある。不正確な実施とは、「不完全な運動j

「ゆるんだ、または不正確な足、脚、身体、胴体の姿勢をとるJr開脚度不足Jなどが挙

げられ、それぞれ開脚度不足や腰、膝の曲がった角度に応じて 0.1~ 0.3の減点がなされ

るD このことからも、ジャンプやターンの正確な実施が求められており、完成度の高いダ

ンス系の強化が欠かせないといえる。

股関節を外旋することによって脚を高くあげることができ、また股関節外旋度の増加に

伴い、外転角度も増加すると先行研究で報告されている。また、股関節外旋は解剖学的、

技術的に芸術性が要求される競技には必要なものであると考えられている。これらのこと

は、クラシックバレエや新体操などのダンス系の動作を合む種目において股関節外旋がパ

フォーマンスを向上させることを示している。

そこで本研究では、股関節外旋が下肢の振上げ動作に及ぼす影響を明らかにすることを

目的とした口股関節外旋が下肢の振上げ動作に及ぼす影響を明らかにすることができれば、

開脚度不足や不正確な実施の減少、また雄大で美しい完成度の高い演技に貢献できるもの

と考える口

女子体操選手5名を被験者とし、前方、側方および後方への下肢振上げ動作と前後開脚

ジャンプをそれぞれ 3回X2種類 u股関節外旋を伴う動作」と「股関節外旋を伴わない
動作J)の計24回実施した。下肢振上げ角度および開脚角度を算出し、股関節外旋を伴わ

ない動作と股関節外旋を伴う動作で比較した。

本研究により、次のことが示唆された。

1.側方および後方への下肢振上げ動作において、股関節外旋を伴わない動作よりも股関

節外旋を伴う動作の方がより高く脚を振り上げることができた。

2.前後開脚ジャンプにおいて、股関節外旋を伴わない動作よりも股関節外旋を伴う動作
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の方がより大きい開脚角度を示した。

3.前後開脚ジャンプにおいて、股関節外旋は後ろ側の脚の振上げに影響を与え、体操競

技において 180度以上の開脚度を得るためには必要な技術であると考えられる。
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Effect ofExternal Rotation ofthe Hip on the Leg Swing-Up Motion in 

Artistic Gymnastics 

Yukiko MASSAKI 

Abstract 

The rules of artistic gymnastics were revised in 2009 that more than 3 skills of 

Dance elements must be included in the routine which is composed of 8 sk註ls.

Therefore， itおnecessaryto surely obtain the difficulty score of the Dance elements to 

increase the D score which is based on the difficulty ofthe elements. 

J apanese femaleぉTmnastsare said to be weak in Dance skills and have lower 

artistry compared to the internationallevel. The J apanese reinforcement guideline of 

2012 says“Height ofjumps， degree of split legs more than 180 degrees and Dance 

elemenおexceedingthe D difficulty are necessary. Itおrequiredto perform jumps and 

leaps accurately since there are many inaccurate executions of them including sheep 

jumps， switch ring jumps and switch jumps with 1/2 turn. Unique and varied 

compositions such as double turns on one leg or a sequence of turns and acrobaおare

required". Inaccurate executions include “incomplete motion"，“loose or inaccurate 

position offeet， legs， body or trunk" and “insu伍cientdegree of split legs". Points of 0.1 

to 0.3 will be deducted 仕omthe total score according ωthe insufficiency of split legs 

or the degree of bent knees or back. Thおalsosuggests that accurate executions of 

jumps and turns are required and itおessentialto strengthen the Dance elements. 

External rotation of the hip is considered necessary anatomically and technically in 

competitive spor胎 thatrequire artistry. It has been reported in preceding studies that 

external rotation of the hip enables athletes to lift legs higher and also that the 

abduction degree increases as the external rotation degree of the hip increases. Thお

suggests that external rotation ofthe hip improves the performance in events that 

include Dance movements such as classic ballet and rhythmic gymnastics. 

This paper aims to clari今 theeffect of external rotation of the hip on the leg 

swing-up motion. Itおconsideredthat if the effect of external rotation of the hip on the 
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leg swing-up motion can be clarified， it could help reducing insufficient degrees of split 

legs and inaccurate executions and also could contribute in performing a grand 

beautiful routine of high perfection. 

The subjects for thおstudywere 5 female的rmnasts.They conducted a total of 24 

motions: 2 types (“a motion with external rotation of the hip" and “a motion without 

external rotation of the hiザ)of仕ontward，backward and lateralleg swing-up motions 

and a split leap forward 3 times each. The degrees of the leg swing-up motion and the 

degrees of split legs were calculated and compared between the motion with external 

rotation of the hip and the motion without external rotation of the hip. 

The followings were suggested in thおstudy:

1. Legs could be swung up higher in motions with external rotation of the hip than in 

motions without external rotation of the hip in the lateral and backward leg swing-up 

motions. 

2. The degree of split legs wωlarger in motions with external rotation of the hip than 

in motions without external rotation of the hip in split leaps forward. 

3. External rotation of the hip has influence on the back leg swing-up in split leaps 

forward and is considered a necessary skill in artistic gymnastiωωacquire a larger 

degree of split legs than 180 degrees. 
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股関節外旋を什-わない動作 股関節外旋を什-う動作

資料2-1 被験者Aにおける前方への下肢振上げ動作



股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

資料2-2 被験者Bにおける前方への下肢振上げ動作



股関節外旋を伴わない動作 外股関節旋を伴う動作

資料2-3 被験者Cにおける前方への下肢振上げ動作



股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

資料2-4 被験者Dにおける前方への下肢振上げ動作



股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

資料2-5 被験者Eにおける前方への下肢振上げ動作



股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

資料3-1 被験者Aにおける側方への下肢振上げ動作



股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

資料3-2 被験者Bにおける側方への下肢振上げ動作



股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

資料3-3 被験者Cにおける側方への下肢振上げ動作



股関節外旋を伴わない動作 外股関節旋を伴う動作

資料3-4 被験者Dにおける側方への下肢振上げ動作



股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

資料3-5 被験者Eにおける側方への下肢振上げ動作



股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

資料4-1 被験者Aにおける後方への下肢振上げ動作



股関節外旋を伴わない動作 外股関節旋を伴う動作

資料4-2 被験者Bにおける後方への下肢振上げ動作



股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

資料4-3 被験者Cにおける後方への下肢振上げ動作



股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

資料4-4 被験者Dにおける後方への下肢振上げ動作



股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

資料4-5 被験者Eにおける後方への下肢振上げ動作



股関節外旋を作-わない動作 股関節外旋を{ヤう動作

資料5-1 被験者Aにおける前後開脚ジャンプ



外股関節旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

資料5-2 被験者Bにおける前後開脚ジャンプ



股関節外旋を什-わない動作 股関節外旋を伴う動作

資料5-3 被験者Cにおける前後開脚ジャンプ



股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

資料5-4 被験者Dにおける前後開脚ジャンプ



股関節外旋を伴わない動作 股関節外旋を伴う動作

資料5-5 被験者Eにおける前後関脚ジャンプ
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